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補助資料 

 

自分の考えをまとまりのある内容で話す力を育成する 

中学校英語科指導の在り方に関する研究 

―話すこと［発表］領域を中心とした「即興的に話す言語活動」を取り入れた 

継続的な学習過程を通して― 

 

山梨県総合教育センター 

令和６年度 一般留学生 小森麻美 
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１．事前意識調査 
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２．事前実態調査ワークシート 

（１）ウォーミングアップ 
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（２）事前実態調査 
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３．検証単元授業ワークシート 

（１）帯活動 

【第１・２時】 

 

 

【第３・４時】 
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【第６時・７時】 

 

 

【第８時・第 10時】 
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（２）タスク活動 

【第２時】 

 

 

 

【第４時】 
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【第６・７時】 

 

 

 

【第９時】 
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４．事後意識調査 

 

 

 

 

 

 

 

※質問１～11は、事前意識調査時と同様の項目であるため省略。 
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５．帯活動とタスク活動に対する生徒の感想（一部） 

【帯活動】 

①思考力の広がりに 

関する内容 

・自分の考えを自分の持っている知識で話すことにより英語力だけでなく想 

像力も鍛えられてきていると思った。 

・やるにつれて、自分の伝えたいことをより正確にできるようになったととも 

に、何を言おうかと考える時間も短くなった。アイデアが前よりも多く出る 

ようになった。 

・引き出しが増えた。 

②構成力の向上に 

関する内容 

・理由がなければ相手にうまく伝えられないこと。 

・最初に自分の主張を伝えること。その後に理由や説明を付け加える。 

・どうしてそうなるのか理由を言わないと相手に伝わらないと言うことがわ 

かった。 

③既習事項の活用に 

関する内容 

・授業で使えた単語を次の授業でも使えるようになっていたことに驚いた。 

・習った文法が活かせた。 

・いろいろな文法を活用して話すことができた。 

・文法の使い方や意味を更に理解するきっかけにできたと感じた。話すこと 

で、英語の「使い方」をより知れたと思う。 

④他者参照に 

関する内容 

・自分と同じ意見、違う意見を聞くことで、どのような文を作ればいいかなど 

参考になった。 

・別の人の考えを聞いてたくさんの考えを見つけられた。 

・相手のスピーチを聞いて、この文はこうすれば良いんだとか、私もこの単語 

使ってみようとかなどを真似できたり、ヒントを得たりできる。 

 

【タスク活動】 

①自分の考えを、自分 

の言葉として表出で 

きるようになること 

に関する内容 

 

・have to must should の使い方を実際に話すことでよりわかりやすくなっ 

たし、体に染み付いた。 

・教科書に載っている以外のことでもこんなことに使えるのかと、実際に 

自分で使ってみるほうがわかりやすいと感じた。 

・助動詞は意味を覚えるのが難しいと思っていたけれど、自分の考えを話 

すときに使うことで、自然に意味を覚えることができたので、良かった。 

②場面ごとの言語材料 

を使い分けられる 

ようになることに関 

する内容 

・実際にどのような場面で使えばいいかわかった。have to・must・should 

の役割がわかった。 

・この場面ではこの文法が使えるかもなど場面ごと文法を使い分けられた。 

・ニュアンスは似ているけれど、少しずつ使い方の違う 3 つを実際に使う 

ことで理解がしやすかった。 

③相手意識の高まりに 

関する内容 

（自分事として捉える） 

・相手の立場になって考えてみること。 

・相手の状況に合わせて考えることができた。 

・もしも自分が…と考えながらできた。 
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６．事後実態調査ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


